
 

 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※  

※                                   ※ 

※                                   ※ 

※                                   ※ 

※                                   ※ 

※                                   ※ 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

平成２７年第７回市議会定例会 

 

飯 塚 市 議 会 
 

 

 

 

 

請   願   書 



請願第４号 

 

一条工務店の白旗山メガソーラー開発に関する請願 

 

（趣旨） 

白旗山を山頂を含めて森林を大規模に開発する株式会社一条工務店の太陽光発電設備

（メガソーラー）設置について、飯塚市議会において開発中止を求める決議をしていた

だくよう請願します。 

 

（理由） 

白旗山周辺には１３自冶会８７００人を超す人々が暮らし、山から流れ出る水は住宅  

地の狭い水路を通って建花寺川や庄司川に流れ込んでいます。下流域はたびたび水害に 

見舞われてきました。 

 近年は異常気象により経験したことのない集中豪雨がいつどこで起きるかわからない

状況です。市自然環境保全条例に基づく事業者による住民説明会では、土砂災害（特別） 

警戒区域を埋める造成工事には「谷を土砂で埋めることによって危険が大きくなるので

はないか」、大規模な調整池については「住宅地の真上に大規模なものをつくって、想定

外の集中豪雨のときはどうなるのか」と、不安や怒りの声があがっています。また、台

風など強風による太陽光パネルの飛散や石炭を掘った坑道の空洞の陥没による危険、生

息地を失ったイノシシやシカなどの出没による被害について不安の声が続いています。  

 周知遺跡である白旗山城跡に関する文化財調査は、住民の指摘を受けてようやく調査

を始めるというずさんさです。 

 白旗山一帯は、市が総合計画や都市マスタープランにおいて「土砂災害等や水害の危

険性を周知するとともに」「緑あふれる環境を保全する地域」として位置づけられ、多く

の住民が山の裾野や谷あいに暮らしています。このような立地条件で、これほど大規模

なメガソーラー開発を行うことがどれだけ危険かは火を見るより明らかです。けやき台

において別業者によって進められている太陽光発電施設設置工事は、地域住民に大きな

不安を与えています。 

 大規模太陽光発電設備の設置について福岡県市長会は５月、飯塚市ほかの提出議案を

採択し、６月には国に対して「適正な立地が行われるよう、具体的な法整備を進めるこ

と」「周辺の環境や景観への影響について対策等立地の円滑化（地域トラブルの防止）が

図られているものかについても認定の条件とすること」などを含む要望書を提出してい

ます。 

 今回の開発は、住民の危険と環境への悪影響を顧みないものといわざるをえません。  

よって、住民の生命と財産を守る立場にある飯塚市議会が、一条工務店のメガソーラ

ー開発の中止を求める決議をしていただきますようお願いします。 

 

  

 

平成２７年１２月７日 

 

飯塚市議会議長 鯉 川 信 二  様 
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紹介議員 

 

川 上 直 喜 

宮 嶋 つや子 



一条工務店の白旗山メガソーラー開発中止を求める決議（案） 

 

 株式会社一条工務店が太陽光発電設備（メガソーラー）設置のために山頂を含めて３４ 

へクタールの森林を大規模に開発する計画を進めている白旗山周辺には、１３自治会８７ 

００人を超す人々が暮らし、山から流れ出る水は住宅地の狭い水路を通って建花寺川や庄 

司川に流れ込んでいます。下流域はたびたび水害に見舞われてきました。 

 近年は異常気象により経験したことのない集中豪雨がいつどこで起きるかわからない状

況です。市自然環境保全条例に基づく事業者による住民説明会では、土砂災害（特別）警

戒区域を埋める造成工事には「谷を土砂で埋めることによって危険が大きくなるのではな

いか」、大規模な調整池については「住宅地の真上に大規模なものをつくって、想定外の集

中豪雨のときはどうなるのか」と、不安や怒りの声があがっています。また、台風など強

風による太陽光パネルの飛散や石炭を掘った坑道の空洞の陥没による危険、生息地を失っ

たイノシシやシカなどの出没による被害について不安の声が続いています。周知遺跡であ

る白旗山城跡に関する文化財調査は、住民の指摘を受けてようやく調査を始めたところで

す。 

 白旗山一帯は、市が総合計画や都市マスタープランにおいて「土砂災害等や水害の危険

性を周知するとともに」「緑あふれる環境を保全する地域」として位置づけ、多くの住民が

山の裾野や谷あいに暮らしています。このような立地条件で、これほど大規模なメガソー

ラー開発を行うことがどれだけ危険かは火を見るより明らかです。けやき台において別業

者によって進められている太陽光発電施設設置工事は、地域住民に大きな不安を与えてい

ます。 

 大規模太陽光発電設備の設置について福岡県市長会は５月、飯塚市ほかの提出議案を採

択し、６月には国に対して「適正な立地が行われるよう、具体的な法整備を進めること」

「周辺の環境や景観への影響について対策等立地の円滑化（地域トラブルの防止）が図ら

れているものかについても認定の条件とすること」などを含む要望書を提出しています。 

 この開発計画がこのまま進められるならば、住民は大規模に森林を消滅することによる

環境の激変の中で、土砂災害と水害が増大する不安に長期にわたっておびえ続けなければ

ならず、安全で安心して暮らせる市民生活は大きくくつがえります。本市がめざす「人が

輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち」の基本理念に反することも

明らかです。 

 よって、飯塚市議会は、一条工務店による白旗山における大規模なメガソーラー開発中

止を求め決議するものです。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

市民文教委員会資料 

平成 27年 12月 15日提出  

 

 

 

内  容 月日（期間） 

事業計画届出書の提出 9月 14日 

公告（1回目） 10月 1日 

閲覧（1回目） 10月 1日～10月 30日（30日間） 

意見書提出 10月 1日～11月 13日（45日間） 

住民説明会 10月 3日 

                      

○追加資料提出 

追加資料要求（市 → 事業者） 10月 9日 

追加資料提出（事業者 → 市） 10月 13日 

公告（2回目） 10月 15日 

閲覧（2回目） 10月 15日～11月 13日（30日間） 

意見書提出（追加資料提出に伴う） 10月 15日～11月 28日（45日間） 

住民説明会（追加資料提出に伴う） 
10月 31日 

11月 9日 

 

○審議会 

第 1回自然環境保全対策審議会 10月 20日 

 

（追加資料要求） 



市民文教委員会資料 

平成 27 年 12 月 15日提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出日 平成 27年 9月 14日 
 

公告日 平成 27年 10月 1日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 










